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Julien Greenは TheophileDelaporteという仮名で <Pamphletcontre les catholique 
de France> (Revue des Pamphletaires, 1824)を発表し，文壇への第一歩をしるすことに
なる。そして，その後，彼の最初の romanの執筆にとりかかり， 1926年に発表されたのが
<Mont-Cinere>である。翌年英訳されて <AvariceHouse>という題名で， 英国及び米
国で広く読まれた。この romanの成功で気をよくして， 1928年に発表されたのが， <Adrien-
ne Mesurat>で彼の代表作とされるものである。例えば， CharlesMrellerも次のように云
っている。 <Personnellement,je tiens Adrienne Mesurat pour un des chefs-d'reuvre du 
① 
roman fran<;ais. > 
この二番目の romanも <The Closed Garden>と題して英訳された。フラソス文壇で
地位を確固たるものとしたのみならず，英米でも高く評価されたのである。<(Adrienne Me-
surat) obtient le Prix Paul Flat, decerne par l'Academie Fran¥aise, ainsi que le Prix 
＠ 
Bookman, Femina Anglais.> 
新庄嘉章氏による訳書で我が国にも紹介されているが，その「あとがき」でこの作品につい
て次の様に説明されている。 「この作品の構成や人物のツテュアツオソは，前作『モソ・ツネ
ール』に非常によく似てゐる。先づ人物の点から見ても，ニミリーとアドリニソヌ，貪慾なニ
ミリーの母親と頑固一徹なアソトワーヌ・ムジュラ，それから家庭の暴君と反対的立場にある
人物として，不具の祖母と病身な姉娘ジェルメーヌ，これは全く相似的な組合せである。アド
リニ‘ノヌは最後に発狂することになってゐるが，作者の最初のブラソでは彼女は窓から身を投
げることになってゐて，最後の一章に来るまでそのプランは動かなかったといふ。これらの人
物を包む雰囲気もまた全く同じである。同じく，外部から隔絶された，休息も悦ぴもない閉さ
マニアック
れた家である。そしてそこにあるものは，孤独と悪夢と，そして肉親間の狂的な憎悪。さうし
た息詰まるやうな雰囲気の中より遁れ出ようとする人間の盲目的な衝動，従って自己を救って
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くれるやうに思はれるものに対して，なんらの選択もなく自己を打ち任せようとする狂熱，そ
うした人間の異常な心理を，・グリーソは克明に，微細に，観察し，描写してゐる。グリーンの
心理解剖は，勿論無意識の世界にまではいりこんではゐるが，われわれ現代人が多分に異常心
理の持主であるせいか，神秘的な心理描写と言はれてはゐても，われわれの触知し得ない世界
のものではない。」
年代は逆ではあるが <(AdrienneMesurat}> を先ずとらえて作品構成の面から一度考えて
みようとしたのがこの小論である。
?
<Adrienne Mesurat}, の筋をのべることは， 論理の展開上必要なことであるが， それを
Jean Semolueはくlesobsessions de la passion>の題のもとにのべているものがある。こ
れはこの小論に一つの手がかりを与えてくれたものでもあるので，それに従って述べていくこ
とにしよう。
<Des le premier chapitre d'Adrienne Mesurat, la jeune file semble hallucinee, habitee 
par de folles reveries qui lui cachent le monde. Elle est a part. Selon un procede cher 
a Green, la premiere et la derniere phrases de ce chapitre forment a elles seules des 
paragraphes, qui isolent le personnage : <Debout, les mains derriere le dos, Adrienne 
regardait le cimetiere.}, <Mais Adrienne regardait par la fenttre et ne l'ecou 
① 
tait pas.}, 
Adrienneは18オになる娘で，他人との附き合いのない，閉ざされた三人家族の生活の中に
とじこられている。時折り外へ出ることが唯一の息抜きとなる。姉の Germaineは35オの未
婚で病人，平穏無事な，習慣に従った，習字の先生あがりの父 Mesurat氏は60オ。この二人
に囲まれた生活である。或る日のこと，散歩している時，近くの離れ家に住むことになった医
師の Maurecourt氏が馬車にのって通りかかるのに偶然出会う。会釈を交して以来，この医
師が娘の心に住みつくことになって，そこから小説が進行する。それが彼女の夢を生み，彼女
を蝕んでいくことになる。部屋の中に居るときであろうと，散歩しているときであろうと，自
分の心を悩ませている想念を展開し続けるのである。しかし，誰にも話したりはしない。彼女
は医師の住んでいる離れが姉の部屋からよく見えることを発見する。
<A partir de ce jour, ele ne reva plus que de la chambre de Germaine. C'est peu 
de dire qu'elle y pensait toute la journee, car il n'y a pas de termes moyens pour 
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parler de certaines ames que la solitude a marquees et elles passent sans transition 
d'une existence vide a une espece de frenesie interieure qui les bouleverse. Aussi le 
desir de posseder la chambre de sa sxur domina la jeune file d'un seul coup et tout 
entiere, et, par une absurdite de ce c::eur qui s'etait forme dans l'ennui et s'affolait 
subitement, elle fut obsedee de ce desir a un tel point qu'elle en venait parfois a 
perdre de vue ce qui faisait qu'elle voulait cette chambre et qu'elle passait la journee 
(,) 
sans songer a Maurecourt.), 
そして， Maurecourt医師の obsessionは， 一種の転移によって Germaineの部屋の ob-
sessionとなる。常規を逸した色々な解決策が Adrienneに浮んでくる。姉を向いの Louise
邸へ住みにやること，彼女の部屋を横取りすること。或は，彼女自身がそこへ移って，医師の
離れ家が見られるようになること等である。
次に新しい obsessionが部屋の obsessionにとってかわるのである。というのは，夕方の散
歩をすることである。彼女の希望ともなった離れ家の前まで行けるからである。朝から晩まで
彼女はもうその時のくることしか考えなくなる。彼女の生存理由でもあった時間が雨で台無し
にされはしないかと怖れながら空模様をうかがうようになる。第三章からは， このようにし
て，若い娘 Adrienne は固定観念の中に閉じこもるのである。何物もそこから彼女を解放す
ることができない。
父親に散歩を妨げられ， Germaineの部屋も占めることが出来なくなって，自らを慰めるた
めに絶えず Maurecourtの名を繰り返すのである。
家の平和と習慣のために怖れをいだいている父親と，嫉妬と好奇心に悩まされる姉に囲まれ
た Adrienneは，その救い手として Legras夫人に期待をかけるのが，夫人はなかなか現れ
ないし， Maurecourtへの思慕の念のたかまる彼女は自ら手に傷をつけて医師に会うとする
が，その計画も挫折するのである。そして， Germaineの家出。 Mesurat氏の死。
父の死後，彼女が解放されるにはあまりにもおそすぎた。彼女は Legras夫人という，いま
わしい友を求めることになる。 Maurecourtについて語ることが出来るためにであるし，又
Mesurat氏の変死に関する腹黒いほのめかしを聞くためである。呆然自失の状態にある Adr-
ienneから，破廉恥にも金を盗み逃げてしまう。 Maurecourt医師は善意をもって彼女を説得
しようと試みる。彼の優しいキリスト者としての出現も空しい。
ここから恐怖は完全なものとなる。ただ狂気がけが彼女を不幸から解放するのである。
<{Au denouement elle franchira la grille symbolique de la villa des Charmes, dont le 
4 
⑥ 
son lui a tant de fois fait horreur; ele s'en ira, au hasard, sur la route.::} 
パリ祭の夜，足を引きずってさまよい行く姿は極めて印象的である。
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この小説の舞台となっているのは，先にのぺた通り，父親と二人の娘という三人家族の閉ざ
された家である。 provinceの，それも人間の社会生活の最少単位である家庭という枠組の中
でドラマが展開している。そして，それは単なる背景としてではなくて，魂をもった個人とし
て描き出されていく。
<'.L'univers romanesque de Green est hante par la fatalite : ses heros sont enchaines 
a leur destin. Ils revent, frenetiquement, de s'en liberer. Leurs tentatives echouent: 
Adrienne Mesurat devient folle; Mont-Cinere br.:.le: Gueret est prive de l'amour qu'il 
revait et meurt lamentablement. Je connais peu de romans ou l'emprisonnement d'un 
如 epar milieu, une maison, une petite ville de province soit decrit de maniere a la
⑦ 
fois si sechement realiste et aussi hallucinante.~ 
とCharlesMcellerもいっているように，作中人物の閉じ込められた状態からの脱出， 自己
の解放への志向は自然醸酵的なもので，その悲調的結末への宿命的な Actionとなるのである。
自由な世界へ自己を解放しようとする女主人公の希いとはうらはらに，ますます自己の世界を
狭めていき，狂気の世界にはいらざるを得なかった悲劇は，また神の世界に自己を閉ざした結
果でもある。 Adrienne という主要人物が一人である小説は， その内的世界の悲劇をかいた
小説である。
Le tragique nous parait ressortir au sentiment ou a lapensee, non a l'evenement: 
c 
le tragique est interieur. — Le tragique ne se Jonde pas sur l'evenement, il se sert de 
lut 
Adrienneの内的な葛藤こそが，作者に描かれたその心理的深さこそが，出来事をこえるドラ
マであるといえる。しかしながら，この作品を読むとき，吾々は CamusのがEtrangerを想起
しないであろうか。それは作品のプロットの或る類似性である。f,'Etrangerのそれは三つの死
からなっていること。すなわち，母の死が冒頭におかれ，殺人事件が作品のちょうど真中，
つまり第一部の終りに位置して，第二部へ移行し，最後に Meursaultの死がおかれている。
とりわけ AdrienneMesuratで興味をひくのは， Meursaultと同じように，女主人公の父親
殺しが無償の行為として描かれて，作品の真中におかれて第一部が終り，次の第二部へと移行
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することであり， そこで本来の悲劇が完成するということである。例えば， F. Mauriacの
Therese Desqueyrouxが意識せざる夫殺しをしようとした人生の危機の一点に捕えられて，
そこから悲劇が進展していくのに対して， Greenはそれを丁度真中におき，そこへ到るまで
の過程と，それ以後の進展とを支配していることは，作品構成への並々ならぬ配慮をうかがわ
しめるものであるといえよう。
Aujourd'hui, maman est morte. Ou peut-etre hier, je ne sais pas. J'ai re~u un tele-
⑩ 
gramme de l'asile: <Mere decedee. Enterrement demain ...), 
この有名な書き出しで始まる母の死に対して AdrienneMesuratでは人の死亡が出てくる
のではないが，死を象徴する cimetiereがでてきて，閉ざされたその家の真の意味で何人も
生きてはいない Situationが設定されるのである。
Debout, les mains derriere le dos, Adrienne regardait le cimetiere. 
Chez les Mesurat on appelait ainsi un groupe de douze portraits accroches dans la 
⑪ 
salle a manger. 
故人となった人々の肖像画，死の蒻の中にあって，やがて窒息するであろう Adrienneが紹
介されて，その fataliteが暗示されるのである。
そして，最後の発狂は，作者の最初の計画では主人公が自殺することになっていたが，変更
されたものである。つまり，このようにみてくると，死の象徴(Cimetiとre)ー 一父親死し―
自殺（発狂）といったプロットからできているのである。
<Cimetiere―父親殺し＞までが第一部 (16章）で，＜父親殺し一一発狂＞までが第二部
(5章）第三部 (9章）と配分されている。図に示したように， この第一部が全体の半分を占
め，後半を第二部と第三部が占めているのである。そしてこの前半と後半とに小説の流れが大
きくわけられていることは云うまでもない。しかも，このプロットに大きな事件が挿入されて
はいない。一度ぴ主人公の性格，運命が決定されれば，あとは破局にむかって進行していくの
みである。
＠ 
Aussi le tragique est-il, par-dessus tout, densite, cohesion, concentration, unite. 
これを支える基本線は云うまでもなく女主人公の Intention である。閉ざされた家庭から
の青春の解放こそ自己救済につながる。それが Maurecourt医師への恋慕の情熱となる。そ
の成就へむかって一途にすすもうとすることが自己に課せられた至上命令――女主人公の In-
tentionとなるのである。この Intentionへの障害への彼女の内的葛藤がこの作品の成り立ち
である。解放か破減かと危機の一点に立たされた時，無意識のうちに父親を死へと突き落すこ
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とによって，この危機＝最大の障害をのりこえ，自己の不幸へと決定的な一歩を進めることに
なるのである。不幸の扉を開いたたった一度のしぐさは， Intentionに彼女がもっとも近づく
しぐさでもあった。しかし，孤独と恐怖が彼女をそこから引き離してしまう。以後，父親殺し
の負い目をもたねばならなくなってしまうのである。そうして，最後でやっと Intentionにた
どりつこうとしたとき，神への誘いを断ち，救い主の人間に拒絶され，彼女の運命が完成する
のである。
さて，このプロットから出発して，作品の構成を考察することにしよう。第 1章，第2章は
Preludeであり，人物とその Situationの設定である。第3章，第4章は Expositionであっ
て，ここでは主人公の過去が主要な役割を占めているのである。
Jamais ele ne songeait a son enfance et a sa jeunesse sans une espece de lassitude, 
tant ces epoques de sa vie lui paraissaient arides. Quand avait-elle ete heureuse? 
Ou etaient ces moments de bonheur dont l'enfance est supposee etre faite, ou etaient 
ses vacances? Elevee par un pere qui ne vivait que pour ses aises et une sceur qui ne 
⑬ 
pensait qu'a sa maladie, ele s'etait endurcie assez rapidement .... Rien n'avait de 
prise sur elle; ele ne craignait rien et rien ne l'attirait. L'ennui et une sorte de resi-
⑭ 
gnation mecontente se lisaient seuls sur ses traits. 
こういった Adrienneが15日前 Maurecourt医師との出会いを回想し，そこから，先にのベ
たように，空虚な生活と倦怠に，不条理な欲望が接合されて， Maurecourt医師の obsession
が姉の部屋の obsession となり，更には散歩という obsessionへと移っていくのである。晩
になると，そっとでかけていき，医師の住居へと足をむけることが生存理由となる。
Tout a coup, ele se sentit dominee, appelee par quelque chose qu'elle ne connaissait 
⑮ 
pas. Elle traversa la rue en courant et vint coller ses levres au mur du pavillon .. 
Elle s'assit sur une borne et se mit a chantonner. I lui semblait que depuis un mo-
⑯ 
ment elle etait hors d'elle-meme et ele se liberait peu a peu de quelque chose 
この解放感を味える散歩が姉に発見されてしまうのである。一切が暗黒に閉ざされる。
Lorsqu'une pensee traversa son cerveau: bientot, sans doute Mme Legras allait 
⑪ 
venir. Peut-etre pourrait-elle l'aider. L'aider? 
自分の救い手として期待する Legras夫人と医師への思慕の念が基調音となって，次の第5
章から第12章までの Preparationが展開していく。この Preparationは更に第5章から第8
章までと，第8章から第12章までにわけて考えることができる。なぜなら，これは Exposition
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の obsessionにほぼ対応しているように思われるからである。晩の散歩が露見した翌日から，
彼女は一種の幽閉の状態におかれるのである。誰かを愛しているが故に晩に外出したり，夕方
姉の部屋にしのび込むのだと詰問され，告白するまでは自由を奪われることになる。この幽閉
状態は医師を一層強く彼女に慕わせることになり， Expositionでの obsessiondu medecin 
Maurecourtが再び現われてくる。
Plusieurs fois elle avait ete tentee de dire a table: <(Eh bien, oui, j'aime 
Maurecourt, le docteur de la rue Carnot)>, pour voir ce qu'il arriverait, mais ele ne 
⑮ 
parvenait jamais a prononcer ces mots. 
Dans la solitude de sa chambre .. elle avais pris l'habitude de prononcer tout haut 
le nom de Maurecourt en ayant soin de proteger sa bouche de ses deux mains, afin 
⑲ 
que personne ne put l'entendre. 
そして，
Le souvenir de Maurecourt s'etait, pour ainsi dire, installe en elle et ne la quittait 
jamais. C'etait comme si ce regard que le docteur avait jete sur ele la suivit partout 
et la contraignit a ne penser qu'a lui .. La volonte ne compte plus, sa pensee meme 
⑲ 
lui est enlevee. 
今度は幽閉状態におかれただけに，この obsessionは一層はっきりと浮き出てくるのであ
る。苦悩も希望も愛も表面では気づかれないようにしなければならない。苦痛と孤独の意識し
かもてない。自己の救い手として期待する Legras 夫人の到着の日，はからずも，愛する男
の名前を姉に悟られることになり， Preparationの2へと移行するのである。 そこでは，姉
の病状の悪化と，家庭の平安を要求する父親との争いの後，姉の Germaineは家出を決行す
ることになり，又音楽会で Legras夫人と知り合いとなる。苦悩，孤独，幾月もの間の苦しみ
を一瞬のうちにくりかえしたように， オーケストラが自分の苦痛を語るのを感じた彼女は，
Legras夫人の招待は新生活の前兆のように思われる。何よりもそれは姉の家出によって保証
されることになる。医師の住居を存分に見られる Germaine の部屋，更に近くから見ること
の出来る Legras夫人の家。それに愛を話すことが出来るということは彼女を夢中にするので
ある。
Mais ele reflechit presque aussitot qu'elle n'aurait pas mis tant de zele a seconder 
⑪ 
Germaine dans sa fuite, si ele n'avait pas convoite sa chambre. 
Obsessionは医師から姉の部屋のそれに移り，それが姉の家出を助ける結果となる。家出の
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あと，父は Germaine追跡の手掛りを求めて家をあける。
Adrienne resta seule. Pour la premiere fois clans sa vie ele etait seule clans la villa 
et ele en fit la reflexion avec un melange de plaisir et d'inquietude, comme si cette 
solitude comportait de grands mysteres. Elle etait libre d'aller ou il lui plaisait, ele 
pouvait monter a lachambre de Germaine, elle pouvait meme sortir de la maison, 
＠ 
du jardin, s'enfuir comme ele en avait eu l'idee un jour. 
こうして，第13章から第16章までの Drame1 erePhaseにはいっていくのである。つまり
Expositionにおける obsessiondu docteur Maurecourt----+ohsession de la chambre de 
Germaine-obsession de la promenadeが父親と姉の障害によって， Preparation1の
obsession du docteuer—Preparation 2の obsessionde la chambre de Germaine と繰
り返されていくことにより，主人公の運命が愈々凝縮されていく。そして，今やその実現を前
にする。彼女の Intentionに最も近づくことになる。 Legras夫人の訪問にかけた期待は，医
師への恋の成就の救い手としてのそれだった筈だったが，性格の或る臆病さの為にだめになっ
てしまう。
Tout etait done perpetuellement a recommencer. 1 faudrait qu'elle parcour.1t sans 
cesse l'espece de cycle dans lequel le desespoir succedait a l'espoir et la crainte a la 
joie. Elle avait tout attendu de cette visite a Mme Legras et voici qu'elle revenait de 
la villa Louise sans meme avoir demande a voir la chambre qui donnait sur la rue 
＠ 
C arno t . . . E lesentait a l' ega rd de Mm e L egras un dego ・ムt ins urmontable . 
絶望から希望へのこのいつまでも繰り返していかねばならない環を，徐々に狭めながら進展
していく。次にくるのは再度 obsessiondu medecin Maurecourtであるが，今度は，断乎
として直接行動にはいろうとする。
Brusquement, une idee lui vint .. Elle irait consulter Maurecourt pour une maladie 
imaginaire et, dans le courant de la conversation, elle lui parlerait d'elle-meme en 
feignant de parler d'une de ses amies. Elle lui raconterait l'histoire de cette malheu-
⑭ 
reuse. 
この時，父親は今までの事の成りゆきの一切を探り出して，彼女の愛を奪ってしまおうとす
る時，医師に自分から断りに行くといって部屋を出た時，階段の上から Adrienneに突き落さ
れて死ぬのである。この死は，彼女の医師への愛のための絶望から希望への環に終止符を打つ
ものであり，彼女の破局への到達をしるすこととなる。そしてこの Drame1 erePhaseは終
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って第二部への進む。それは Drame28 Phaseへの Preparation1である。
先づ，その 1は Adrienneの一人旅行という出来事が設定される。 Intentionに対する障害
の二人がとりのぞかれた時，孤独と恐怖が彼女を襲うのである。頼れるものは唯一人腹黒い
Legras夫人だけとなる。
I fallait qu'elle entendit cette voix bavarde et indiscrete qui lui rappelait sans cesse 
@ 
la fin tragique de M. Mesurat. 
そして，その時の彼女は次の様に描かれているのである。
Deux soucis avaient pris dans sa vie une place preponderante: il fallait qu'elle 
pens 1t au docteur ou qu'elle fit effort pour ne pas songer a lui, ce qui etait une 
autre maniere de s'occuper de cet homme, et i fallait qu'elle entendit Mme Legras 
lui parler de la mort de son pere et !'accuser sournoisement de l'avoir assasine. Tout 
ce qui la distrayait de son amour mal combattu et de ses remords inavoues lui etait 
⑮ 
insupportable. 
父親の死を境として， obsessionの一種の循環は上に引用したように二つの心配事がとって
かわることとなる。すなわち，その一つは依然として obsessiondu medecin Maurecourt 
と，他は soucisde la mort de M. Mesuratとでも云えよう。そうして，この二つのからみ
合いが今度は Actionを進めていくことになる。父親の死は，それを知悉しているかに見える
Legras夫人と重なってくるのである。救い手として待たれていた彼女は，今度は Intention
の障害する者となる。第二部の第3章で，突然 Legras夫人がパリヘ三日間出かけることにな
る。この不在はいささか作者の作為を感じさせる設定であるように思われるところである。
Et ele etait partie. 1 faudrait attendre trois jours entiers avant de la revoir, trois 
jours d'une solitude insupportable et d'un silence ou l'epouvante aurait beau jeu, 
contre lequel i faudrait lutter sans cesse jusqu'a ce que la voix monotone et rapide 
⑫ 
de Mme Legras vint en rompre le sinistre enchantement. 
孤独と沈黙，それに恐怖心にさいなまれた彼女は町へでる。
1 lui importait peu d'avoir un but de promenade. L'essentiel etait d'etre en mou-
@) 
vement. 
この折，彼女は夫人の正体を聞いて知り，父を殺したことを世間にひろめていく危険性を思
うとき，不安は増大する。自己の苦悩に徹する。その時医師の子供の姿を姉の部屋からみとめ
る。一切の出口を塞がれてしまった彼女は，余りにも惨めな自分に涙を流すのである。第5章
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で彼女はこの状態から逃げ出し，一人旅に出かける。旅で見るもの，会う人の無関心は彼女の
孤独を倍加するのである。沈黙の支配する町の宿屋で，孤独と不安は恐怖となって襲ってく
る。楽しかった少女時代から今までのことが蘇ってくる。父の死。それに姉の幻影がつきまと
う。こうした一切は何故起ったのであろうかと考える。
Une abominable tristesse pesait sur cette ville; cependant ele ne pouvait pas s'en-
fuir, ele etait prise, il fallait rester a Dreux, y passer une longue nuit. Pourquoi done 
avait-elle jamais quitte La Tour-l'Eveque? Mais il lui semblait qu'elle avait fait ce 
.@ 
voyage malgre elle-mさmeet que quelque chose de tout-puissant l'y avait contrarnte. 
Elle revit le docteur lorsque, du fond de la voiture, il l'avait regardee un instant; 
mais aussitot ce souvenir fut chasse de sa memoire, comme si la peur qui etati en 
ele interdisait a la jeune file de s'arreter a la seule pensee ou ele e~t pu trouver un 
peu de reconfort. 
ー 1s'agit bien de cela ! sedit-elle. 
恐怖のとりこになっていく自分が，家から逃れでて旅をしていても，結局は何の得るところ
もない。一切があの医師との出会であることを悟るとき，家へ帰っていくことになって，第三
部の第 1章から第5章までの Preparation.2にはいるのである。
自分の家にとどまることは，壁や家具やすべてが彼女の苦悩の立会人である家にとどまるこ
とは出来なかった。あまりにも惨めな生活に圧しひしがれるままになり，身を守ろうとしない
ことは愚かしいことだと気がついた彼女は，旅に出ることに決めたのであった。それは精神が
自由であることを自分に示し，自己に打ち克たしめることでもあったのであるが，結果は，運
命の呪縛から逃れることが出来ず家に帰ることになる。
Sa vie avait repris, cette vie de solitude qu'elle s'etait faite et a laquelle, semblait-
il, ele ne pouvait rien changer. Qu'avait-elle gagne a se deplacer? N'avait-elle pas 
艇 obligeede revenir? .. Mais, au contraire, ele n'avait fait que se meurtrir, que 
s'abimer dans une melancolie plus profonde. 
,1 ―Je ne peux plus vivre ainsi .. 
翌日 Legras夫人が帰って来て訪ねて来た時，会うことを拒んでしまう。重罪裁判所へ送る
種を握っているんだとすごんで夫人がかえってしまうが，その時，彼女の生活の象徴である鉄
柵の門のしまるのを耳にして，
Elle comprit alors le sens de son voyage. C'etait comme si les petites villes qu'elle 
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avait visitees l'avaient rejetee. Elle avait cru qu'elle ne pouvait plus vivre a la villa 
⑲ 
des Charmes ; au contraire, elle ne pouvait plus vivre que la. 
夫人の一言は恐怖と憎悪をかきたてる。しかし逃げ出すことの出来ない。その家でしか生き
ようのない Adrienneは医師の姉に手紙を認めて，救いを求めるのである。しかし医師の姉は
自堕落な女とつき合っているのを口実に，救いの手をさしのべることを断るのである。 Legras
夫人から和解の手紙が来ているとはいえ，もはや頼みとなるものは医師一人となる。そこで，
医師への手紙をかくのである。
Monsieur, je veux vous voir. 1 y a longtemps que j'aurais du vous demander de 
m'aider, car c'est de votre aide que j'ai besoin ... Je suis horriblement malheureuse, 
⑲ 
je ne peux plus souffrir. 
この手紙をもって，医師の家へとむかうのである。
C'etait sa derniere chance: tout son bonheur, toute sa vie peut-etre dependaient de 
⑭ 
la maniere dont elle allait vivre pendant les trois ou quatre heures suivantes. 
医師の出てくる時，手渡すつもりだったが，それも出来ず， Legras夫人の家までたどりつ
いて失神する。夫人は介抱すると同時に，彼女の手紙を医師に見せる。そして彼女の愛の全て
を知ることとなる。 Preparation2の終りである第三部第5章で， Legras夫人宅で泊った夜
が描かれて，暗闇の中で多くの思い出が，不安が，後悔が，多くの幻影が蘇ってくる。そして
この二日以来の出来事が，旅から帰って来てからの出来事がはっきりと分ってくるのである。
Cependant ele savait bien ce que les Maurecourt pensaient de cette femme, la 
Legras, comme disait Marie Maurecourt. Entre eux et ele, il fallait choisir, elle le 
⑮ 
savait bien, et que faisait-elle? 
自分を救うものとして，夫人を選ぶか，それとも医師（と姉）を選ぶかという局面をむかえ
て， Drame2'Phase (Denouement)第三部第6章から第9章にはいるのである。
医師が訪ねて来て，死体検証の際犯行を知っている故に，彼女を恐怖と不安から解放しよう
と試みる。しかし，この機を逃さず彼女は結婚を申し込むのである。
I faut que vous m'aimiez. 1 faut avoir pitie de moi, autrement je deviendrai 
fole, oui, fole. Mettons que j'aie tort de vous aimer. Je n'y peux rien .. 
— Vous comprenez bien, dit-il, que je ne peux pas croire que votre bonheur ne 
puisse dependre que de moi. Dieu est hon. 1 ne peut pas faire que vous vous epre-
R 
niez serieusement d'un homme que vous ne pouvez pas epouser .. 
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このようにして， 医師の拒絶にあった彼女は呆然自失の状態に陥いる。 それを利用し
て， Legras夫人は金銭をだましとって逐電してしまう。夫人と附合ったために，犯行が知れ
渡っていることを女中に知らされて，絶望的な状態になる。最後の頼みは女中を介して彼女に
面会を求めてきている医師の姉のみとなる。
1 faudrait bien que Marie Maurecourt finit par venir ; ele pousserait la grille, ele 
monterait, ele n'entrerait ici qu'avec des nouvelles, surement des nouvelles, autrement 
pourquoi aurait-elle tant insiste pour voir Adrienne ? 
La jeune file attendait tout de cette visite, une delivrance subite de tous ses maux, 
un miracle .. Elle lui confiait son bonheur aveuglement parce qu'il ne restait plus 
⑰ 
personne a qui ele put demander de l'aider. Tout le reste s'aneantissait. 
姉の Marieは結婚は華奢な体質の医師を殺すに等しいし，そうなれば一家の破減となる。
それに，いかがわしい女と交っている女性は不向きであるといって， Adrienneの申し込みを
完全に拒絶する。一切の希望は崩れ去ってしまった彼女は，あらゆる出口を閉ざされて発狂す
ることによってその運命を完成するのである。
4 
すでにのべたように，プロットは閉ざされた家を象徴する Cimetiere(Cと略）と父親殺し
(ParricideをPと略）と発狂 CF)からなり， Prelude -Drame 1 erePhase - Drame 2e 
Phaseを構成している。そして，前半が第一部，後半が第二部と第三部とにわけられているの
である。
さらに，第一部は先にのべた通りである。 Expositionにおいては， obsession(0)はdoc-
teur Maurecourt (M)から chambrede Germain (G)へ， そして Promenade(P)と
移行している。 Preparation1で主人公が監禁状態におかれるという Intentionへの障害（＃
と記す）によりMがあらわれる。 Preparation 2では姉の家出の決心でGに移行して Drame
をむかえる。姉が家出をして障害の一つが自然消減するとき再びMが現れて，その障害である
父の妨害にあい，死に追いやることとなる。以上の経過は次のような図式に表わすことができ
るであろう。
c-{~M-g-P)} * {M-g-MJ打P
(Exposition) (Preparation)(Drame) 
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第一部で自由への解放の救い手として期待されていた Legras夫人の出現は，主人公の運命
の一つの到達点である殺人という破局から，第二部への展開のつなぎ手の役割を演じることに
なるのである。第二部の PreparationIでは障害がとりのぞかれて破局に立たされた主人公
にとって obsessionは soucisとなる。 しかし，それ以上に新しい要素が加わる。解放される
には，あまりにも遅すぎた Adrienne は閉ざされた家での孤独，父親の死がもたらした不安
と恐怖に襲われる(これをC.Pによって表わす）。そこからの救い手としての Legras夫人 CL)
とMが設定される。夫人の不在と，いかがわしい女であるという正体が暴露され，更に医師に
子供の出現は C.Pからの救い手としてのLとMの障害となり，絶望から旅にでるのである。
Preparation 2ではLとのけんか別れと医師の姉の拒絶はLとMの障害となり，最後のDrame
にはいって，自己を救い解放する者はLかMかという二者択ーにせまられる時， Mの拒絶と夫
人の失踪，更にとどめを刺す医師の姉の拒否は主人公を発狂 (F)へと追いやり，その運命を
成就するのである。これを図式に表わせば次のようになるのである。
ド喜氾託）閉）＃州
c. p I C. p 叶-=l=-F
(Preparation I) (Preparation 2) (Drame) (Demouement) 
Obsessionを中心に小説の構成をみる時以上の結果がでる。これは明らかに第一部と第二部
とが重なるような構成であるといえる。すなわち， Expositionと第二部 PreparationIとい
った具合にである。この小説の前半と後半との重なりはこれだけにはとどまらないのである。
それは，小説の中で作者がおこなう時の指示によって判然とするであろう。この時の指示に関
する記述でーケ所誤りが認められる。最後に Adrienneが発狂するのがパリ祭の7月14日で
あって，祭のざわめきの中を，呪われた家からあてもなく出ていくのである。そしてこの日か
ら逆算することにより，ほぽ現在事実の日時を指摘することが出来るのである。第一部の
Preparation Iまではほぼ一日刻みに進行し， 5月始めの医師との出会いから二週間の回想を
中心にした過去事実が含められている。その後は 1週間， IO日ととんで， Drameで1日刻み
となる。後半では父親の死後数日たったところから始まり， 3週間とび，それから l日刻みと
なっていくのである。この I日刻みとなるところで誤りが認められる。すなわち，第二部第2
章では，
I!§) 
I y avait trois semaines que M. Mesurat etait mort. 
と指示があり，そのあとで Legras夫人と会話があり，その中に2ヶ所出てくる。
函
Et je reviens trois jours apres, ajouta Mme Legras .. 
14 
⑲ 
C'est apres-demain le quatorze, dit Mme Legras en s'assayant. 
第三部第2章では，この会話の翌日，すなわち l日経過していることになる。それは
＠ 
Un peu avant dejeuner, le lendemain .. 
で判明する。第三部第5章から第6章にかけて，主人公は夜を Legras宅ですごし，午前2時
頃帰宅し， 10時頃医師の来訪を受け，その拒絶にあうことになるのだが，ここで 1日経過して
いる。この日がパリ祭である。第5章で Legras宅での夜は宿命的な最後の日を前にして，彼
女にこの時の経過と来るべき明日 (1413)への時間の進行を擬視させるのである。 最も時の指
示の多い箇所の一つである。
@ 
Adrienne s'eveilla au milieu de la nuit. 
Un ciel pur de tout nuage annoni;ait pour le lendemain une journee plus chaude 
＠ 
que les precedentes. 
Desespoir qui l'avait jetee a terre quelques heures auparavant. 
Peu a peu, ele prenait plus nettement conscience de ce qui s'etait passe depuis 
＠ 
deux jours. 
この様に時間の流れは，極めてゆっくりとした進行が彼女の悲劇的運命の達成へと参画して
くるのである。かく見てくれば7月1日である第二部第2章で troisjours apresとapres-
demainとおかれて14日を指すのは間違いということになるであろう。
ともあれ， Green にとっては，後述するような，現在事実の年代記的時間よりももう一つ
の時間により大きな比重がかけられていることをこれが物語っているのであろうか。
前半部の年代記的時間の進行は 1週間， 10日といった速度ある流れが急に遅くなり，時間単
位の進行となり破局をむかえる。又，後半部でも全く同じように 3週間，それから時間単位の
進行という具合になっているのである。この同じパクーソの繰り返しは Obsession を中心と
してとらえた作品の構成と一致するのがこの小説の大きな特徴であるといえよう。しかし，こ
の特徴を作者が意識させないようにしているのは後半を第二部と第三部の区分である。前半の
第一部は主人公の Intentionが青春の目覚め，自己解放は閉ざされた家からの脱出を志向と
設定され，その障害は殺人を犯すことにより達成される。そして，自己に自由が訪れた時，す
なわち第二部では前半のC.Pが支配することとなる。後半の Preparationは自己の運命の惨
めさから己を守ることの空しさを悟ることにより，自己に打ち克ち，精神の自由であることの
確認と，新たなる脱出のための旅立ちとなるが，結局は閉ざされた処でしか生きようのない運
命，それは一切が医師との出会いに起因することを実感することになり，前半部より更に運命
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の進路を狭め，第三部における，自己救済は Legras夫人か医師かという二者択ーという賭に
まで追いやるのであるが，ここにこそ第二部の意義があるのである。
5 
小説の現在事実の年代記的な時間を越えて，作品に一層の充実感を与えているもう一つの時
間の存在について考えてみる必要がある。例えば F.Mauriacに於いては作中人物はその危
機の一点に捕えられ，それ以後の現在事実の時間と，それ以前の過去事実が喚起されていく時
間が存在し，この両者の時間の並列が緊迫感を生み出しているのである。 Greenの世界に於
いてはこの様な方法はとられていない。そこには回想のもつ時間の流れは存在しないのであ
る。しかも作者は作中人物の内奥を探り出して行くとはいえ，作者が作中人物の中へはいり込
んで，作中人物に語らせることはしない。視点の移動を行わないで，あくまで客観描写の立場
を捨て去らないのである。そして，過去事実は， reveゃreverieとともに，作品全体にばら
撒かれているのである。しかも，その過去事実は Exposition以降の出来事に常にかかわって
いるのである。
ところで，今みてきた様な時間の進行について BrianT. Fitchは次の様にのべている。
Dans l'univers de Green le temps est comme le symbole de l'emprisonnement de 
l'homme dans le monde exterieur. Par son lent mais inexorable ecoulement, il pese 
sur les personnages parce qu'il est identifie au deroulement monotone et machinal 
des menus evenements de la vie quotidienne ; ilpese comme leur pese cette vie de 
province si etroite OU tout evenement est un evenement majeur a cause du vide qui 
⑯ 
l'entoure. 
この様な作中人物の生活の場の狭さ，閉ざされた庭の中にあっては，人生は一種の魔法の環
の中にとらえられている様な印象を与えるのである。
Ces sons l'enervaient; ils lui rappelaient }'ennui de sa vie quotidienne et semblaient 
des voix malicieuses lui disant qu'elle n'echapperait jamais a cette espece de cercle 
enchante que trac;aient autour d'elle Germaine et M. Mesurat. (第一部第4章）
この魔法の環，生れた時から生活した場所への幻減は倦怠から脱出しようと主人公に思わせ
るのである。家族である父と姉は彼女を監視する獄卒となる。日常生活は何の感動もひき起さ
ない。倦怠をまぎらしていた日々の仕事も厭わしいものとなってくる。こういった状況では時
間の経過の意識は鋭くなっていく。退屈さの中で，事件の到来を今や遅しと待ちかまえるよう
16 
になる。それまでの時間の流れ，ゆっくりとした進行は蜃気楼にすぎない幸福の障害となって
くる。 Adrienneは生活の場である限られた空間と，この時間からもはや離れることが出来な
くなるのである。そして両者とも不快な厭わしいものとなる。限られた外的世界が，彼女の苦
しむ場であり，時間は運の成就する領域である。
Ces caracteres du tragique—et sa nature psychologique et metaphysique singuliere-
⑱ 
ment—semblent le destiner aux arts du temps plutot qu'a ceux de l'espace. 
とCormeauが云っているように， Adrienneの悲劇は時間とともに決して自分で知るこ
とのない運命を執拗なまでに追っていくのである。 Actionが動き出すとその時過ぎゆく時間
は何ら主人公に意識されなくなる。又，その生活，行動を制御しようともしないし，意地悪い
運命の犠牲者であるかの如く，その動機も知らない。不可避的に迫ってくる運命へとひたすら
にすすんでいく。それを明らかにするのが時間である。この時間は年代記的なものに加えて，
作中人物 Adrienne に内在するもので，それが年代記的な時間を充実させる。麿法の環の中
に閉じこめられた作中人物の空間上の imobilite。そこからくるこの捕われの状態の象徴とし
て，作中人物の時間の intemporaliteがそれであると云える。 Expositionに於いて，時間の
経過の意識が鋭くされ，空間と同じように逃れることの出来ない不快なものとなり， Prepara-
tionからは，過ぎゆく時間は意識されなくなる。そして，時間の経過の意識が鋭く意識され
たこと，それに伴う出来事が回想等によって出てくるのであるが，この絶えず過去の一点へ立
ち戻ることこそ intemporaliteとなるのである。
Preparation 1 C第一部）では
Le souvenir de Maurecourt s'etait, pour ainsi dire, installe en ele et ne la quittait 
• i4D) 
Jamais. 
とあって，この思い出とともに時間はその出会の時へと戻るのである。そして Legras夫人到
着の日は，その馬車を見て，
純
Sa memoire la reporta brusquement a plus d'un mois en arriere. 
Preparation 2 (第一部）では音楽会のとき，
Il lui parut qu'en une minute elle revivait tout ce qu'elle avait souffert pendant 
i@ 
des mois. 
こういった過去へ立ち戻っていくのは殺人事件を起してから，俄然ふえてくるのである。そ
れは， C.Pで表わした不安，孤独，恐怖の想念につながっていく。 Legras夫人の饒舌が父
の悲劇的な最後を想い出させる一方，それにいたるまでの過程へとかえっていくのである。
Julien Greenの AdrienneMesuratについて（前原）
後半の第二部では姉の部屋にのぼっていき窓を見て，
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Adrienne eut !'impression qu'elle etait ramenee un mois en arriとre.Elle fut presque 
choquee de voir a quel point les choses avaient peu change, comme si elle se fut 
attendue a un spectacle different; et aussitot elle reconnut en ele la langueur qu'elle 
eprouvait il y avait un mois, a cette meme place, cette espece de ralentissement de 
R 
la vie dans son etre. 
空間の immobilite, その構成物であり同時に現場証人でもある物体が，女主人公の以前の
精神状態を再びもたらすことになるのである。更には，彼女自身のしぐさもそれに加ってく
る。そして経過した時間を一挙に過去へと時間をさかのぼらせるのである。
Comme elle defaisait les agrafes de sa blouse, les bras leves devant la grace, ele 
eut l'impression qu'elle avait deja fait ces gestes dans des circonstances absolument 
semblables et s'arrさta,figee par cette espece de souvenir dont elle ne connaissait pas 
⑲ 
l'origine et qui lui faisait peur. 
こうして第二部の終りで， C.Pの一種の総括がなされ，第三部に移るのである。黒つぐみ
の囀りは彼女を過去へ連れ戻す。
La jeune file se tint un moment devant la fenetre, attiree vaguement par ce chant 
qui lui rappelait beaucoup de choses. Depuis la mort de son pere, elle avait pris le 
pli de revenir sans cesse sur l'annees passei~. 
1 y avait en elle une sorte de flux et de reflux du souvenir qui la remplissait 
d'angoiss~. 
生い立ちから，ーケ月前の父の死，それにいたる出来事，医師と出会い。
⑲ 
1 s'agit bien de cela ! 
といわしめたものへの回帰は，彼女の内的世界の時間の存在を示すものである。 Drameの
最後の賭をする時。
C'etait en ele que tout recommen<;ait, parce qu'en elle il n'y avait pas~utre chose 
que cet amour, alors qu'autour d'elle tout continuait. Les choses allaient vite, plus 
vi!. 
彼女の外の世界は，相変らず速度を早めながら進んでいくにもかかわらず，彼女は自己の運
命の原点に立ち帰り，全ゆる苦悩をよみがえらせる。
一方では空間の immobilite と，運命をはこぶゆっくりとした時間に対して，彼女の内的
18 
生活（世界）では，つねにこの immobilite と関わっている，廣の環から出ることが出来ず，
そこへ連れ戻されてい<intemporaliteが現存する。この空間の immobiliteと時間のintern-
poralite は結局は一つのものにすぎない。 Green のこの小説に於ける時間は以上見て来た様
に，年代記的なもとの，この intemporalite, たえずある一点に，作中人物の内的生活の現在
へと立ち戻るものとがあり，これこそ F.Mauriac とは異ったもう一つの Green独自の悲
劇の時間の在り方を示したものであると云えるであろう。
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